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研究成果の概要（和文）：本研究では、アメリカ合衆国ヴァージニア州のプライベート・コレクションにおける
126点のサンスクリット語仏教写本断簡のテキスト作成と読解研究を行なった。126点のサンスクリット語写本断
簡の内訳は、『ヴィナヤ・ヴィバンガ』に属する87点の断簡と『ヴィナヤ・ウッタラグランタ』の「ウパーリ・
パリプリッチャー」に属する2点の断簡、ならびに『ディールガ・アーガマ』の「アパッナカ・スートラ」に属
する2点の断簡と『サムユクタ・アーガマ』に属する15点の断簡、および同定することができなかった20点の断
簡である。

研究成果の概要（英文）：This project investigated 126 Sanskrit fragments in a private collection in 
Virginia, USA. The fragments consist of 87 belonging to the Vinayavibhanga, 2 belonging to the 
Upalipariprccha in the Vinaya-uttaragrantha, 2 belonging to the Apannakasutra of the Dirghagama, and
 15 belonging to the Samyukutagama. 20 fragments are left to be identified.

研究分野： インド仏教

キーワード： サンスクリット語写本　律　長阿含経　雑阿含経　律経　律経自注

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、[根本]説一切有部の聖典に属する新出のサンスクリット語写本断簡を検討して、研究者が今後利用
するにあたいするサンスクリット語テキストの基礎的資料を作成した。本研究で作成したテキストは、今までサ
ンスクリット語テキストとしては現存していなかったものである。インドで誕生した仏教は、サンスクリット語
だけではなく、種々の言語によって翻訳されて伝承されている。しかし、サンスクリット語で現存している文献
は少なく、新たなサンスクリット語文献の発見は仏教研究を進展させる原動力となる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
1990 年代の中頃にインドの古代文字で書かれた仏教写本の断簡が大量に古写本マーケットに出
現し、ノルウェーのマーティン・スコイエンやアメリカ合衆国ヴァージニア州の匿名の個人蒐集
家やその他の者たちによって分割されて引き取られた。 
そのうち、アメリカ合衆国ヴァージニア州のコレクションは、［根本］説一切有部に帰属する

『ディールガ・アーガマ』の大部分を保有していることで有名であるが、『ディールガ・アーガ
マ』以外にも『サムユクタ・アーガマ』や『ウダーナ・ヴァルガ』、さらに仏教における出家者
たちの生活規範を規定した文献である『プラーティモークシャ』や『ヴィナヤ・ヴィバンガ』な
どもこのコレクションの中に存在している。 
本研究の代表者（生野昌範）は、アメリカ合衆国ヴァージニア州のこのコレクションの内の『ヴ

ィナヤ・ヴィバンガ』に属すると考えられていた 126 点のサンスクリット語写本断簡について
研究を 2011 年 3 月から行なってきた。研究を開始した当初はすべての断簡が『ヴィナヤ・ヴィ
バンガ』に属すると考えられていたが、研究を進めていくうちに『ヴィナヤ・ヴィバンガ』に属
する 87 点の断簡以外にも、『ヴィナヤ・ウッタラグランタ』の「ウパーリ・パリプリッチャー」
に属する 2 点の断簡や『ディールガ・アーガマ』の「アパッナカ・スートラ」に属する 2 点の断
簡、『サムユクタ・アーガマ』に属する 15 点の断簡も混在していることを突き止めていた。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、アメリカ合衆国ヴァージニア州のコレクションの内で、本研究の代表者に委任
されている126点の新出サンスクリット語写本断簡のすべてを文献学的手法に基づいて考察し、
［根本］説一切有部の聖典の一斑に関する基礎的資料を確立することである。 
 
３．研究の方法 
研究対象である 126 点の新出サンスクリット語写本断簡の内、テキストを同定しおわっている
106 点の断簡に関してテキストの作成、ならびに読解研究を以下のように行なった。 
1)  『ヴィナヤ・ヴィバンガ』に属する 87 点の断簡は、そのチベット訳、ならびに漢訳を参

照し、内容を考察した。さらに、『ヴィナヤ・ヴィバンガ』のサンスクリット語断簡をよ
りよく理解するために『律経』とその注釈の一つである『律経自注』が非常に有益である
ので、それも用いた。 

2)  『ヴィナヤ・ウッタラグランタ』の「ウパーリ・パリプリッチャー」に属する 2点の断簡
は、そのチベット訳を参照し、内容を考察した。 

3)  『ディールガ・アーガマ』の「アパッナカ・スートラ」に属する 2 点の断簡は、（南方）
上座部のパーリ語テキストの『マッジマ・ニカーヤ』の「アパッナカ・スッタンタ」を参
照し、内容を考察した。 

4)  『サムユクタ・アーガマ』に属する 15点の断簡は、それに関連する 2種の漢訳（『雑阿含
経』と『別訳雑阿含経』）を用い、さらにパーリ語テキストも参照し、内容を考察した。
また、『法蘊足論』や『阿毘達磨俱舍論』、『瑜伽師地論』などに関連するサンスクリット
語テキストが現存している場合は、それらも利用した。 

いまだ同定することができていない 20 点のサンスクリット語断簡に関しても、テキストの作成、
ならびに読解研究を行なうことによってテキストを同定するべく努めた。 
 
４．研究成果 
126 点のサンスクリット語断簡の内訳は以下のとおりである。 
1)  『ヴィナヤ・ヴィバンガ』（87 点） 

ナイッサルギカー・パーヤッティカー 第 2条、第 4–6条、第 18条 
パーヤッティカー    第１–11条、第 81条 
プラティデーシャニーヤー   第 3–4条 

2)  『ヴィナヤ・ウッタラグランタ』「ウパーリ・パリプリッチャー」（2 点） 
プラーティデーシャニーカー  第 2–4条 

3)  『ディールガ・アーガマ』「アパッナカ・スートラ」（2 点） 
4)  『サムユクタ・アーガマ』（15 点） 

『雑阿含経』の第 407 経、第 414 経、第 482–483 経、第 551–553 経、第 907–908 経、第
917–926 経、第 929 経に対応 

5)  未同定（20 点） 
以上のすべての断簡に関して、それぞれに参考となる文献を調査したうえで、テキストを作成し、
読解研究を行なった。 
さらに、本研究の実施中に、『ヴィナヤ・ヴィバンガ』の「ナイッサルギカー・パーヤッティ

カー」第 2条と「パーヤッティカー」第 6条、ならびに『ヴィナヤ・ウッタラグランタ』の「ウ



 

 

パーリ・パリプリッチャー」に属する断簡の校訂テキスト、および読解研究を公表した。これら
以外の断簡に関する研究は順次、公表していく予定である。 
また、『律経』と『律経自注』が『ヴィナヤ・ヴィバンガ』の読解にとって非常に有益である

が、ゲッティンゲンに保管されているサンスクリット語資料の中から今まで利用されたことが
ない『律経自注』の資料を新たに見出し整理した。その資料のうちの一つ（Xc 14/61 (b)）は、今
まで『律経自注』であるとは認められていなかったものである。そして、もう一つの資料（Xc 
14/61 (a)）は、『律経自注』であることは報告されていたが、詳細が今までまったく知られていな
かったものである。これらの資料は今後のヴィナヤ研究にとって非常に重要なサンスクリット
語資料となるものである。 
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